
 

 

 

 

 

 

 

 

「今日は野にあっても明日は炉に投げ込まれる野の草さえ、神はこのように装ってくださるのなら、 

あなたがたには、もっと良くしてくださらないでしょうか。」            （マタイの福音書６章３０節） 
 

名古屋緑福音教会に毎週日曜の礼拝に行く朝、近所の水広公園を通ります。特にこの新緑の初夏、 

池の水面は輝き、小鳥は囀り、木や草の緑はエネルギーに満ち、光る風の清々しさに感動します。 

  

私が聖書を通して知った父なる神の存在を感じる瞬間です。そして、野に咲くこのたったひとつの 

たんぽぽでさえ神様しか作ることができない。なんと精巧で美しいものかと日に輝く黄色の密な花びら

に吸い込まれそうになります。そして実にちっぽけで罪深い人間である私はこの素晴らしい花の美しさ

には到底およばないなあ、と思いを深くします。  

しかしこのような私でも神様が作ってくださり、今も愛してくださっていることに深く深く感謝し、 

大きな喜びを感じます。  

 聖書の父なる神を知るまでは普通の人だった私は、自分の能力や努力がすべてだと思っていました。 

私は人に親切に優しくできていると傲慢にも思っていました。しかしある時日常生活に起きた挫折で、 

自分自身の弱さを知り、器の小ささに限界を感じ、苦しみ悩みました。  

そんなとき聖書の言葉を調べてみました。苦しいときこの聖句に出会いふっと気持ちがほぐれ、 

救われたような気がしました。誰かが大きな安らぎを与えてくれたような気がしました。私の心の暗闇

が光に照らされたのでした。  

礼拝を捧げ、聖書をよむことによって計り知れないほど大きな神の愛を知ることができました。聖書

の壮大で、緻密で、知恵に満ちた世界を知ることに終わりはないような気がします。人間が生きている限

り果てを知ることはないのかもしれません。なぜなら聖書の世界を知ることは、今を生きることそのも

のだからです。すべてのもののは父なる神がおつくりになったこと。一切の人間の罪を背負ってイエス

様が十字架にかかってくださったこと。そして間違いなく人間である私も罪深く弱い存在であること。

そんな人間を永遠に愛してくださること。  

今も聖書は、みことばを通して、父なる神が私たちを救ってくださることを力強く語ってくれます。 

神は、野の草からこの「私」に至るまですべてのものに限りない愛を注いでくださいます。  

 毎日の小さな花の美しさから自分の内なる神の働きを感じることができて、本当に心が満たされて 

いるなと思います。 あなたはすでに愛されています。  

あなたが父なる神と対話できる、小さき祈りに満ちた大いなる礼拝に、ぜひおでかけください。 
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教会代表  伊藤志門 

※当教会は正統的なプロテスタント教会です。エホバの証人、モルモン教、世界平和統一家庭連合（旧統一教会）とは一切関係ありません。 

教会集会案内 
＜日曜日＞ 

１ ユース礼拝（中・高・大学生他）    毎週（08：30～09：10）  

２ Ｊ－キッズ礼拝（小学生以下）     毎週（09：15～09：40） 

３ 子供～大人までの礼拝         毎週（10：50～12：00）     

聖書の学び どなたでも       毎週（09：40～10：20） 

＜火曜日＞  テンコアの学び   第 1・３・５ （10：00～12：00） 

学び会         第２・４ （10：00～12：00） 

＜木曜日＞  学びと交わり 子育て世代 第１・３（10：00～13：00） 

祈り会 ZOOM        毎週（19：30～21：00）      教会外観 アクセス 

＜土曜日＞  早朝祈り会          毎週（06：00～06:：40） 
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